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               審   査   の   要   旨 
 
 本研究は、これまでの農業地理学ではあまり対象とされてこなかった、都市農業における労働力の役
割を追究したものである。都市農業は農地政策によってその性格が激変してきた。しかし、近年は都市
農地の保全が重視されており、それゆえに都市農業をどのように持続していくのかといった研究視点が
重視される。都市農業が労働力を多く必要とする野菜生産に特化し、また兼業化や離農が進む中で農業
労働力をいかに確保するのかといった視点の分析が重要である。本研究では、埼玉県南部地域における
丹念なフィールドワークで得られた資料を分析した結果、都市住民が柔軟な労働力として都市農業に従
事していることが示された。労働力は、農産物や農作業に対する深い理解がある、農作業を雇用機会と
捉える、将来農業に就こうとする等の意識をもつさまざまなタイプからなり、軟弱野菜栽培に特化した
農業経営を支えている。このように、都市農業における労働力の役割を新たに呈示した点は本研究の独
自性であり、また農業地理学に新たな方法論をもたらすものである。 
 都市農業が持つツーリズムにかかわる側面を分析・整理した点も本研究の独自性である。すなわち、
余暇活動として観光農園や農業体験農園の利用を通じて、農家は都市住民と交流することが容易である。
それによって、都市での農地や農業に対する都市住民の理解が深まるとともに、労働力として農業に参
加する意欲を高めることにもつながっている。この点は、大都市におけるルーラル・ツーリズムに関し
て新たな知見をもたらすものである。以上の点から、本研究は大都市における地理学の重要な研究とし
て位置づけられ、博士論文として十分な価値があると認められる。 
 平成３０年２月２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
